


和歌山市立博物館  

令和８年度春季企画展「うつりかわる和歌の浦」  

展示のみどころ 
 

１．和歌の浦を様々な角度から描いた作品を紹介します。  

 和歌の浦周辺の代表的な 10 の場所をとりあげた明
あ

光
かの

浦
うら

十
じ っ

景
けい

図
ず

は、絵の

題材として親しまれました。また、和歌の浦一帯を絵と文で紹介する和歌浦

之賦図巻はくり返し写され、人気の高さがうかがえます。このほかに、江戸時

代の終わりから近現代にかけて描かれた和歌浦図を展示します。 

 

 

２．近代以降の和歌祭の様相を紹介します。  

明治時代以降、紀州藩
きしゅうはん

が主体であった江戸時代とは異なり、和歌祭

は徳
と く

盛社
せいしゃ

や明光会
めいこうかい

といった新たな組織や和歌の浦の人々の寄付金によ

って運営されるようになりました。しかし、運営資金の問題から次第に例

年開催が困難となり、昭和期になると、戦争を背景に和歌祭は途絶えま

した。しかし戦後には商工祭におけるパレードと

して復活し、現在は和歌の浦で毎年開催され、 

その歴史は続いています。本展示では、紀州東

照宮所蔵の近代文書や和歌祭の古写真や、ポス

ター、絵画などを通して、和歌祭の時代毎の様相

を紹介します。 

 

 

 

３．和歌の浦が観光地として開発されていく様子を紹介します。  

明治時代以降、和歌の浦は観光地として盛んに整備されました。中でもよく知られて 

いるのが和歌の浦エレベーターです。明治時代末期、旅館望海楼の主人が奠
てん

供山
ぐ や ま

に 

設置したこの屋外展望エレベーターは、日本初のもので、東洋一と称されました。 

近代和歌の浦のシンボルとして多く記録されています。 

また、明治時代末期、事業家で元貴族院議員の森田
も り た

庄兵衛
し ょ う べ え

が山林を買い取り、 

一帯を新和歌浦遊園地として開発していきます。それにより海岸沿いに旅館や料亭が 

建ち並び、多くの観光客で賑わっていた様子を、パンフレットや写真を通して紹介します。 

〔絵葉書〕奠供山エレベーター  
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